
図1　ディスクリート部品で制作した低雑音アンプの出力雑音電
圧密度の周波数特性
アンプのゲインが100倍なので1 kHzでの入力換算雑音電圧密度は
1 nVRMS/√Hzを切るが，1/f 雑音が10 Hz以下で急激に悪化している

図2　1回路と2回路入りOPアンプの出力雑音計測用回路
IC2またはIC3のどちらか一方にOPアンプを挿入して出力雑音を計測
する．R3とR13は0Ω，300Ω，1 kΩに切り替えて抵抗の熱雑音の
影響を調べる（結果は図5）
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▶OPアンプのゲインは100倍に設定
　ゲインを決定する抵抗からの熱雑音が無視できるよ
うに，ゲイン設定用の抵抗を10Ωと990Ωの低い抵抗
値とし，ゲインを100倍（＝1＋990/10）にしています．
　R3とR13は信号源抵抗が出力雑音電圧に与える影響
を調べるためで，0Ω（直結），300Ω，1 kΩに差し替
えて使います．
　雑音計測する際にはハムの混入を避けるため電源ト

　前回製作したアンチエイリアス・フィルタ付きプ
リアンプを使って，OPアンプ，低雑音アンプ，ツ
ェナー・ダイオードの雑音特性を計測します．
　計測する回路やデバイスの雑音電圧密度がプリア
ンプの残留雑音電圧密度より十分大きい場合にはそ
のまま計測できますが，同等もしくは小さい場合に
は対策が必要になります．ここではそれらの計測の
ための回路例と実際の計測結果の例を示します．
　アンプの場合，それ自体で雑音を増幅してからプ
リアンプで計測します．図1に示すのはディスクリ
ート部品で制作した低雑音アンプの計測例で，入力
換算雑音電圧密度が1 nVRMS/√Hz より小さくなっ
ているのが分かります．� 〈編集部〉

OPアンプの雑音評価

● 出力雑音計測に使う回路
▶2回路入りと1回路入りOPアンプが計測できる
　図2に示すのは，OPアンプの出力雑音電圧密度を
計測するための計測用回路です．デュアルとシングル
OPアンプに対応していますが，どちらかを挿入して
計測します．同時には計測できません．
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